
前回は特に畜産経営の経営管理（詳しくは

３回目に説明します）を行うためには複式簿

記の記帳が必要であるとして、複式簿記を記

帳することをお薦めしました。複式簿記は難

しいものと思いがちですが、何もそれほど難

しいものではありません。簡単な決まりを覚

えるだけで誰でも記帳することができます。

今はパソコンなど便利なものがありますの

で、よりいっそう記帳が楽になりました。皆

さんも是非とも取り組んでください。皆さん

の身近な普及センターや農業委員会またＪＡ

でも研修会を行っているところがあります。

確認の上、研修に参加してください。

今回は、その記帳の結果をより効果的に生

かす手段として、青色申告と法人化について

述べることにします。

１．青色申告とは？

経営を知るために記帳することで、自分の

経営内容がよく分かることはもちろん一番大

事なことですが、この記帳の結果に基づいて

税務申告をすると、税金が安くなるなどの有
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利な活用方法があります。それは、複式簿記

で農業経営を記録し、その結果を税務申告書

に添付することによって65万円が所得から控

除されるなど、大きな特典を得られる方法で

す。どうせ記帳するならば青色申告をしてこ

の特典を受けることが有利といえます。

所得税の申告方法は、今までは経営規模や

収入金を基にした標準課税や、収入金課税に

よる申告が行われていましたが、現在は記帳

義務化や収支計算に基づいて申告するように

変わってきました。これは、農業も本来ある

べき記帳に基づいた所得を計算し、それを基

にした申告体制になったと考えるべきだと思

います。

この青色申告をするには特に難しいことは

なく、日々の経営の金銭の動きを一定の帳簿

に記録をし、その記録を基に所得と税額を計

算し、申告をするという制度です。この申告

は通常の収支計算による申告（白色申告）に

対し、決算内容に確実性があることから、

数々の特典が与えられています。

２．青色申告の主な特典

青色申告には数々の特典がありますが、そ

の主なものについてあげると次のようなもの

があります。

青色申告者が「正規の簿記の原則」（一般

には複式簿記）による記帳によって申告する

際に損益計算書の他に貸借対照表を添付すれ

ば、17年分からは特別控除として65万円（簡

易帳簿から貸借対照表を作成した場合の45万

円は17年度から廃止されます）、簡易帳簿の

場合では10万円を差し引く（ただし所得の範

囲内）ことができます。

国税の納税額が税率10％の場合で６万５千

円、20％の場合で13万円安くなることになり

ます。したがって、この際にぜひとも青色申

告をすることをお薦めしたいと思います。

家族であっても事業に専従している場合に

は、通常の労働者と同様に給与を支払うこと

ができ、それが必要経費として認められるこ

とになります。白色申告の場合の専従者控除

は、年間で50万円、配偶者の場合には65万円

が認められるだけですので、有利性は大きい

といえます。

青色申告をしている場合には特典として、

通常の減価償却費の他に特別償却や割増償

却、または税額控除をすることができるもの

があります。これによって減価償却を早く行

い、資金を有効に活用することができます。

赤字が生じた場合には翌年以降３年間にわ

たって繰り越すことができ、その金額を翌年

以降の黒字から順次控除することができます。

欠損金が出たときには繰り越しをす

るか前年の税金還付を請求できます

青色申告者は特別償却や税額控除が

できます

専従者に必要経費として給与を支払

うことができます

特別控除として65万円または10万円

が所得から控除できます
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また、前年に納税があった場合には、前年

分の税金の還付を請求することができます。

これは欠損金の繰り越しとの選択となってい

ます。

そのほかにもまだ特典がありますが、ここ

に掲げたものだけでも白色申告に比べると相

当の有利性があるといえます。

３．青色申告のできる人

所得には10の種類がありますが、そのうち

で青色申告をすることができるのは、 事業

所得、 不動産所得、 山林所得のある人で、

現金出納帳などの帳簿類に記録し、その帳簿

類を保存することを税務署長に届け出て、承

認を受けることが必要です。農業所得は事業

所得に入りますので、もちろん青色申告をす

ることができます。

また、農業所得と合わせて不動産所得もあ

る人は、農業だけではなく、不動産所得につ

いても青色申告をすることになりますので、

不動産についても記帳が必要となります。

４．青色申告の手続き

青色申告をしようとする場合には、次のよ

うな書類をその

年の３月15日ま

でに税務署長に

提出して手続き

をすることが必

要です。

「所得税の青色申告承認申請書」は青色申

告の承認を受けるための書類で、これは申請

主義ですので、特別な理由で却下の通知がな

い限り、承認されたものとみなされます。最

初の年にだけ手続きをすればよく、一度承認

を受けると取りやめの手続きをしない限り、

以降継続して青色申告の適用を受けることに

なります。

専従者に給与を支払おうとする場合には、

この届出書を税務署長に提出しなければ、支

払った給与が必要経費として認められませ

ん。支払う給与の額を「青色事業専従者給与

に関する届出書」に記入して、青色申告承認

申請書と同時に提出します。

給与を支払う場合には、事業主はその給与

に対する源泉所得税を毎月差し引いて、翌月

の10日までに納付しなければならないことに

なっています。給与の支払いを受ける者が10

源泉所得税の承認に関する申請書

青色事業専従者給与に関する届出書

所得税の

青色申告承

認申請書
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図－1 白色申告・青色申告・法人の納税比較

所得 が  2,000 万円の場合の納税比較 (数 値は万円)

本  人   妻   長  男 長男 妻  

給与（万円） 330 150 300 100

社会保 険 控 除  30         10         30 

 生命保険/年 金  10          5    10              5 

 損害保険 3.5

青色申 告 特 別 控除  45 

法人は 本 人 に 地代 を  200 払 う、こ の 固 定 資産 税  60
法 
人 

 
 
白 
色 
申 
告 

青 
色 
申 
告 

 53.3    　  34.0           18.0（数値は国税と地方税の合計内税額です） 
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人未満の場合には、「所得税の青色申告承認

申請書」を税務署長に提出すれば、１月～６

月分は７月10日までに、７月～12月分は翌年

の１月10日までにというように、年２回の納

付によって簡略化をすることができます。こ

の書類も同時に提出すると良いでしょう。

このように青色申告をするには難しい手続

きはいりません。誰でも自分で手続きをする

ことができます。どうせ記帳するならば有利

な青色申告をしてください。

１．法人化のメリット

最近は法人化が脚光を浴びて、農業経営を

法人化する方が増加しています。国でも政策

として法人化について更なる支援をすること

が方針として示されています。

記帳することによって経営内容が分かるよ

うになると、さらにいっそう経営の安定と向

上を図るために法人化する傾向が増加してい

ます。では、法人化することによるメリット

は何かをあげてみましょう。

制度上のメリット

税金が軽減化されます

ア．役員や家族従事者に報酬や給与を支払う

ことができるため、課税所得が軽減されま

す。また、報酬や給与は給与所得控除など

があるため、全体での納税額が軽減化され

ます（図－１参照）。

イ．退職金を支払うことができます。

ウ．将来の相続対策にも活用することができ

ます。

エ．農業生産法人は肉用牛の免税適用が受け

られます。

制度資金の融資額が個人よりも拡大され

ます

農業生産法人の特例の適用を受けること

ができ、経営を有利に展開することができ

ます

社会・労働保険の加入で雇用労働の導入

や雇用の安定化が図れます

制度外のメリット

家計と経営の分離が明確となり、経営体

として確立します

経営が合理的に運営されます

信用の増大により取引が増大します

後継者の確保が有利となります

都合の良い時期に決算時期を選択するこ

とができます

２．デメリット

法人化には有利な面がある反面、一方では

事務処理の煩雑さや金銭面での負担の増加な

どがあります。しかし、これらは法人として

当然の義務や負担として生ずるものがほとん

どです。これらのことを十分に熟知して取り

組むことが必要です。

規模が小さいと負担等が増加します

経営の展開など今後の事業を有利に活用

するなど、活用の方法がありますが、税金

面からでは所得が1000万円を超えた時が法

人化を検討すべき時点と思います。

農地の権利を取得するには多額の税負担
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が発生する場合があります

農地価額の高い都市地域では譲渡所得

税、相続税などの関係に留意が必要です。

社会保険などの加入に当たっては、経費

負担が必要です

運営経費や税理士顧問料などの経費負担

が増加します

３．法人化のねらい

国では農業経営の法人化に対して大きな期

待を持っており、支援活動をしています。そ

れは、法人化をすることによって次の点に期

待しているためです。

農業経営の改善を図る手段として有効で

あること

家計と経営が明確に分

離され、経営基盤が整っ

ているため、経営の改善

が行われやすく企業とし

ての進展に期待ができる

こと。

他産業並みの就業条

件で担い手確保になるこ

と

労働条件が整備され雇

用が確保される等、農業

が魅力のある職業となる

ことが期待されること。

最近、農業経営も法人

化する傾向が多く見られ

ます。法人化をするに当

たっては、単に法人化を

すれば経営が良くなるというものではありま

せん。経営者自身が法人化を目指す目的を明

確に捉え、法人化によって経営の確立を図り、

自らの力によってメリットを享受することが

大事です。このためには、経営者自身が経営

管理能力を持つなどの条件が必要となりま

す。そのためには、まず何よりも複式簿記に

ついての理解が欠かせない要件となります。

３回目の次回は「今後の経営管理に求めら

れるもの」として、どのように経営管理を進

めるのかについて述べる予定です。
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図－2 企業化への発展過程
農業経営の発展段階は次のようにみることができます

発 展 

の  

順  序 

 
経 営 形  態  

 

経 営 実 態 ・ 会  計 
 

税 務 申 告 方  法 

 
 

１  

 
個人経営前期 
 

ド ン ブ リ 勘  定 
家計と 経 営 未 分離 

 
標 準 課  税 

 
 

２  

 
個人経営後 期  

収 支 計  算 
家計と 経 営 分 離のめ ば え 

 
個人青色申告課 税 

 

 

３  

 
企 業 的 計  算  

複 式 簿 記 ・ 個 別 法  人 
経営 と 家計の分離 （ 預貯金等の 区 分明確 化 ） 

企業的 会 計 の 独立  

個人青色申告課 税 
法人課税（青色 ） 

 

 

４  

 
企 業 的 経  営  

複 式 簿 記 ・ 同 族 法  人 
企業的 組 織 運 営の確 立 （ 職 能の分 化 ）  
個人利用・作業→共同利用・作業、組織化 

個人青色申告課 税 
法人課税（青色 ） 

 

 

５  

 
会 社 企  業  

複式簿記・同族法人・非同族法 人 
組織的 運 営 の 確立 

資本と 労 働 の 階級分化  

個人青色申告課 税 
法人課税（青色 ） 
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佐々木さんの住む花巻市は、岩手県のほぼ

中央部に位置する、人口およそ７万3000人の

平坦で水田の多い町です。

花巻市は、宮沢賢治のふるさととしても知

られています。賢治は童話や詩の作者であ

り、さらに教師、科学者、そして農民でもあ

りました。「雨ニモマケズ」や「銀河鉄道の

夜」、「イーハトーブ」は賢治の作品です。

佐々木ミヨ子さんは、ご主人と娘夫婦、孫

２人に母親の７人家族で、ご主人は機械製造

会社に勤め、娘たち夫婦はそれぞれ公務員と

して勤めています。

ご主人は朝夕や土日の休みの日には手伝っ

てくれますが、基本的には農業はミヨ子さん

と母親の２人で行い、牛の世話はミヨ子さん

が主体となっています。

平成６年の冬、それまで牛を飼っていた父

親が突然倒れて亡くなりました。それを機に

わが家の今後のあり方を話し合いました。そ

の結果、ご主人には今まで通り勤めてもらう

こととし、水田作付けも従来通り続けること

としました。

牛は野菜や他の作目よりも収益が期待でき

写真－1 ガンバルかあちゃん　佐々木ミヨ子さん

写真－2 自慢の母牛



るのでは、と考えたことと、農協の担当者から

も「オレたちができることは何でも協力するか

ら、牛は無くさないで飼え」と言われたことも

あり、続けて飼うこととしたそうです。また、畦

畔草の利用面積や転作田での牧草生産も十

分にあったことも継続する理由となりました。

しかし、実はこれが悩みの始まりでした。

ミヨ子さんは、それまでは特に牛が好きと

No.184
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表－1 経営の推移

写真－4 転作田での牧草写真－3 粗飼料の主体となっている畦畔草
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か嫌いとかということもなく、子どものころ

から父親が飼っていた牛を見て育ち、子牛は

かわいいな、とか大きい牛は怖いな、という

程度であったそうです。

むしろ、ミヨ子さんの娘さんが、わが家の

牛が病気になり、家族の者がみんなで心配す

る中、獣医さんによって快復したのを見て、

獣医さんてすごいな、獣医さんになって病気

の牛を治してあげたい、と獣医師を志し、現

在では獣医師として公職に就いています。

さて、牛の世話をはじめて、母親の指示通

りに動くだけでは毎日が分からないことばか

り、それまで父親が牛の世話をしているとこ

ろを見たり感じたりしていたものとは大違い

でした。

母牛の分娩の介添えが怖くて子牛の足が出

ている状態を見るだけで気分が悪くなり、ト

イレに駆け込むことも何度もありました。ま

た、生まれた子牛が呼吸しているのだろうか、

立てるのだろうか、ちゃんと乳が飲めるのだ

ろうか、など心配で分娩時には大変なストレ

スとなり、気分が悪くなってトイレに駆け込

むたびに、「逃げるな」と母親に叱られたと

いいます。

その後も、子牛が発育するにしたがい、コ

クシジウム、白痢などに悩まされましたが、

牛舎や牛の衛生管理の重要性に気が付きませ

んでした。また、母牛を急性肝炎で死なせ、

続いて子牛を死なせ、落ち込んでいるときに

業者の勧めでサプリメントを使い始め、以降

さまざまなサプリメントを多用したにもかか

わらず、結果が出せず経費だけが嵩んだこと

もあったそうです。

牛への接し方でも、自分自身が牛が怖いと

思っていることが牛に伝わり、ボロ出しや引

き出し等の際、蹴られたり踏まれたり。蹴ら

れて肋骨を折ったこともありました。

母親から真に手取り足取り教わり、農協担

当者や周りの仲間からも真剣に教わりまし

た。また、ミヨ子さんは冬季間は比較的時間

写真－5 パドックを併設している牛舎 写真－6 ビニールハウスを補強して使っている簡易牛舎
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に余裕があったことから、11月から３月まで

の間、酪農家へ半日の手伝いに行きました。

この酪農家のＩ農場で、実践しながらさまざ

まな知識や技術の修得をすることができまし

た。

ある日、酪農家で乳牛の分娩に立ち会わさ

れました。分娩がはじまり、子牛が大きすぎ

ることが分かり、引き出すことになりました

が、経営者と手伝いのミヨ子さんと２人しか

おらず、しかもミヨ子さんは分娩に立ち会っ

た経験がほとんどありません。

そこで、経営者が外からトラクターで子牛

の足を引っ張り、ミヨ子さんが母牛の側でそ

の実況を大声で外の経営者に知らせる、とい

うことになりました。引っ張られている状況

を大声で伝えていたら、「それでは分からん、

手を入れろ、早く手を入れて確認しろ」と有

無を言わせない言葉が飛んできます。手を入

れる、気持ち悪い…。やっと子牛の顔が出て

きたその時、経営者が「気をつけろ」と叫ん

だ瞬間、一気に糞が飛び出し、頭から糞をあ

びせられました。以来「クソ度胸がつきまし

た」とミヨ子さん。

酪農家では子牛の離乳が早く、以降はほと

んど人の手によって育てられることから、子

牛や育成牛が人なつっこく体にすり寄ってき

たり、いきなりお尻を突き上げられたり仕事

にならないこともあったということです。

ミヨ子さんの家では、父親が牛を飼ってい

た当時から、分娩直後の母牛に対し、牛を慰

労する意味でバケツに自家製のミソとフスマ

を溶かした汁を飲ませています（分娩で頑張

った後にはノドが乾くだろうから、というこ

とのようです）。

牛が怖くても、ミヨ子さんは牛に対する優

しさは父親から受け継がれているようです。

１．分娩に向けての対応

分娩前１ヵ月ころから母牛には強肝剤を使

用し、分娩予定日１週間前から、１日１回体

温を測ります。普段は、39℃ぐらいですが、

写真－7 太陽光に近い蛍光灯を使用（輸入品） 写真－8 飼料庫もビニールハウスを利用



分娩が迫ると38.5℃に下がり、その下がった

時点より概ね24時間以内に分娩することが多

いことから、分娩対応が容易にできます。

また、最初の破水からおよそ２時間ぐらい

で分娩することが多く、その間、手を入れて

四肢や頭の位置などを確認し、逆子の場合に

は獣医師に連絡することとしています。

分娩と同時に、生きているかどうか、立て

るか、乳を飲めるか（初乳はできるだけ早く

飲ませたい）、便の状態などを確認します。

分娩後、初乳を出さないときには、Ｉ酪農

家より初乳をもらってきて与えています。

２．コクシジウム、下痢などへの対応

子牛が発育するにしたがい、コクシジウム

や下痢などに悩まされたことから、牛舎内の

衛生対策として生石灰を溶かして、刷毛（ハ

ケ）で牛房を中心に定期的に塗り、牛舎の衛

生に努めています。また、併せて牛房内を乾

いた状態に維持するよう努め、牛舎入口にも

消毒槽を設けています。

コクシジウム対策として、生まれて10日目

ぐらいで予防剤を使い、現在は下痢もコクシ

ジウムも出していません。

３．サプリメントの見直し

サプリメントを以前は朝夕に５種類も使っ

た時もありましたが、農協担当者や酪農家の

ご主人より、良い草を十分与えればサプリメ

ントなんかいらない、経費の無駄と教えられ

やめました。

ミヨ子さんの自給飼料の主体は、十分な生

育管理ができない畦畔草と転作田の牧草であ

ることから、Ｉ農場での手伝い賃（労賃）を

すべて良質の草で支払ってもらい、それを牛

に与えています。

４．放牧の利用

約50～60km離れた雫石町の牧野に夏季放

牧を行っています。分娩の近い牛や離乳前の

牛は残して、他の牛は放牧するよう努めてい

ます。その結果、牛が丈夫になり、発情や種

付けも良くなりました。また、水田等農繁期

に牛の世話が減るので、放牧は省力管理に欠
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写真－9 たい肥舎 写真－10 牛舎周囲の花壇、目でも環境保全



かせません（水稲の秋作業が終わった後に牛

が帰ってきます）。

５．発情への対応

分娩後10日ころにくる発情をもとに、繁殖

板にメモをし、日数計算をして発情を逃さな

いよう努めています。ただし、50日目ぐらい

たっても発情が不鮮明な牛は獣医師に相談す

ることにしています。

６．環境改善

牛舎内の改善として「明るさ」による受胎

率の向上に取り組んでいます。基本的に、舎

内全体を明るくし、日光に近い蛍光灯（輸入

品）に替え、換気を良くし、衛生対策も含め

環境の改善と受胎率の向上に努めています。

また、住居の入口やたい肥舎前を花壇で飾

ることによって、目でも臭いを和らげていま

す。

７．低コスト牛舎で増頭

毎月子牛１頭出荷を目標として、県単事業

を導入し低コスト牛舎（ビニールハウス型）

を建て、子牛や育成牛を移動することによっ

て既存の牛舎で増頭を図りました。

また、冬期間は積雪でハウスが潰れること

もあることから、自らでハウス内に支柱を施

し、ハウス構造の強度を図り、併用してハウ

ス内に繋用の枠を設け、子牛や育成牛が伸び

伸びと育つ環境を作っています。

上記の取り組みに大きく影響を与えたの

は、ミヨ子さんが手伝いに行った酪農家の存

在です。その酪農家では経営・管理・衛生な

どほとんどのことを自らで対応していること

に驚き、以降さまざまな場面で折あるごとに

教わったことが牛飼いの自信に繋がっている

といいます。

もともと佐々木さんの農業の基幹は水稲で

あり、繁殖牛を飼ってからはたい肥の大部分

が肥料として水田に投入されてきました。

繁殖牛頭数が少なかった時は、たい肥と畦

畔草とのやりとりでありましたが、現在では

水稲（米）も有機米の生産が中心であるため、

できるだけたい肥を投入しています。

水田からは、稲ワラはもちろん畦畔草、あ

るいは転作田での牧草生産により、放牧時以

外の粗飼料が確保されています。また、たい

肥舎からの排汁は尿溜に溜まり、これをたい

肥舎の前にあるアスパラガス畑に散布し、生
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写真－11 住居と牛舎の全景
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産に一役買っています。

地域では、遊休地や休耕田も増えてきてい

ることから、将来頭数を増やしても粗飼料基

盤は十分にあり、それらを活用することが地

域農業への貢献と考えています。

地元農協の和牛婦人部会に参加し、牛の飼

い方、見方などさまざまな講習・研修会にも

参加し、知識の向上に努める傍ら、交流会な

どにも積極的に参加しています。

県内を２分する婦人部研修会には、200～

300人の会員が集まり、研修後は単協部会ご

との対抗で大演芸会が開かれ、ミヨ子さんは

ガンバルかあちゃんぶりを、ここでも遺憾な

く発揮しています。

また、演芸を楽しむだけではなく、隣同士

で牛飼い談義にも熱が入ります。

佐々木ミヨ子さんの経営の基本的考え方

は、今までどおり牛の面倒は自分が中心とな

り、娘夫婦やご主人には農外で収入を得るい

わゆる兼業経営を当面は続けることとしてい

ます。将来の計画は、ご主人が退職した後、

施設整備を含め規模拡大を図りたいとしてい

ます（夫婦で毎日牛飼いをすることを楽しみ

にしているようです）。

また、年齢相応の体力を考えた農業経営を

目指し、夫婦でさらに飼養管理の徹底や改良

を含む育種価の向上、省力管理と生産コスト

の低減を図り、今はそこそこの収入が確保さ

れているものの、これからは安定的・計画的

に収入を確保できるよう取り組んでみたいと

いっています。

ほとんど牛に触ったことのなかったミヨ子

さんは、わが家の経済を考え、家のこと（農

業は）自分がやり、ご主人と娘夫婦は農外に、

と決め、周りの人たちに支えられながら自ら

も発憤努力し、ときどきは開き直って頑張っ

てやってきました。

かわいい孫２人に囲まれ、そして近い将来

「ガンバルかあちゃん」から、「父ちゃんと一

緒にガンバルかあちゃん」を目指すミヨ子さ

んを見守っていきたいと思っています。
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「さて、楽に削蹄する方法はないものか」長崎県北松浦郡福島町で繁殖和牛を飼っている吉

田克己さんは、削蹄のたびに考えた。経費もかかるし、削蹄師を頼むより自分でできないか。

思いついたのがホイルローダで牛を吊り上げてしまえば「牛は動けないのではないか」、とい

うこと。昔から自分で作ることが好きで、これまでにも牛の鼻通し機などを作ってきた。手元

に養豚をやっていたころに導入したホイルローダがあったことも幸いした。

つめ：ダンプカーのスプリングを利用、車の解体屋から入手した。

消防ホース：牛の胴巻きとして使う。近く

の消防団から譲ってもらった。

溶接機：自己所有のものを利用。

ロープをかける鉄パイプ：ロールベーラの

部分を半分に切断したもの。

ロープ：ありあわせの丈夫なもの。

これらの資材はほとんどを譲り受けたり、

自家にあったものを利用できたので費用は

かかっていない。

写真にあるとおりで、ローダのバケット部

分は取り外しておく。丈夫な鉄板にローダの

アームへの着脱を行う部品を溶接、さらにダ

ンプのスプリングを溶接してフォーク状のも

松瀬　一馬

写真－1 宙吊りされた牛
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のを作る。このつめに半切したロールベーラの部品をロープで固定する。この部品の穴に鉄パ

イプを通し、鉄パイプの先に消防ホースに穴を開けて差し込む。「丈夫だから破れない」そう

だ。吊り上げるときは片方を外して牛の胴の下から回す。ホースを鉄パイプに差し込み、徐々

に吊り上げれば保定できる。吊り上げ機の取り付けや取り外しは地面に下ろして行う。吉田さ

んは「牛は吊り上げても締められて苦しいという感じはないようだ」という。「自分で削蹄を

すれば経費の節約になるのでいいですね」と話している。

写真－2 削蹄中もおとなしい 写真－3 鉄板の裏側からみたところ


